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早島町社会福祉協議会 平成２８年度事業総括 
 

➤本会の基本理念 
お互いが支えあい  安心して  幸せに暮らせる  住みよい地域をつくります 

 
➤本会の経営理念 

本会役職員は、基本理念に則り地域福祉事業の推進と介護保険事業の充実・発展を図るとともに、安定した法⼈
運営に心がけてまいります。 
 

➤本会の基本姿勢 
⾼齢化の進展と制度の変⾰に適切に対応していくため、地域福祉事業と介護保険事業の連携のとれた法⼈運営を⾏ってま

いります。 
地域福祉事業では、平成２７年度スタートの「地域福祉活動計画」が２年⽬を迎えます。９つの活動⽬標への取り組み状

況を点検評価していくとともに、⽣活⽀援サービスの輪が着実に広がっていくよう、関係団体・⾏政との連携強化や、⽣活
支援サービスの担い手の育成に努めてまいります。 

介護保険事業では、２７年度からの第６期介護保険制度による介護報酬の減額に対応するため収⽀バランスの改善に努め
ていますが、３０年度からの第７期制度では更に厳しい介護保険事業環境になると予測されています。このため、早島町と
連携して新たな介護予防・⽇常⽣活⽀援総合事業に備えるとともに、利⽤者本位に⽴った良質で安⼼感のある介護サービス
の提供により、安定した事業経営をめざします。 

さらに、社会福祉法の改正により社会福祉法人の地域貢献がより強く求められる中、一層の法人経営の安定を図る必要が
あるため、職員⼀⼈ひとりが無駄を省き⾜元を固め安定した法⼈運営に努めてまいります。 

（平成２８年度事業計画書より抜粋） 
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■社協・事務局重点項⽬（重点⽬標）及び達成度 
事務局重点項目（重点目標） 達成度 

１）地域福祉活動計画に基づく福祉活動・事業の推進 
 『はやしまほっとプラン』の２年目の事業活動として、

福祉有償運送事業の実施や外出時の付き添い、サロン等の

地域行事への移動のあり方の検討を進める。 

また、ゴミ出しに加え、買い物支援や家事援助等の『住

民協働の生活支援活動』の検討や相談対応等の体制づくり

に向け、行政や関係団体との協議を進めるとともに、計画

の進捗状況を積極的に発信し、活動推進への更なる住民参

画を働きかける。 

・「サロン等送迎活動」の活動検討と試行を実施。住民運転ボラ

ンティアの協力を得て、本会へ登録するサロン活動と給食サー

ビス活動参加者の会場までの送迎活動を具体化した。 

・「生活支援サポーター養成事業」について、早島町との展望や

内容調整に留まり、受託契約が整わず実施ができなかった。 

・ホームページ改定後の運用開始や Facebook 開設により、計

画に付随する本会や町民福祉活動を積極的に発信した。また、

職員が地区へ出向き、情報発信やニーズ把握を行うアウトリー

チ活動に努めた。                 （Ｃ） 

２）事務局業務の再整理による業務体制の⾒直し 
『はやしまほっとプラン』の策定により増大した地域福

祉業務と、従来からの法人運営、施設管理等の総務、経理

事務や労務管理、地域福祉推進の業務を再整理し、現員体

制での円滑な業務推進に向けた事務整理や分担の見直し

を行う。 

また、法人運営や事業推進の基本となる規程類の再整理

を行うとともに、総務業務の効率化に向けた課題整理を行

い、次年度以降の体制整備の方向性を明確化する。 

・地域福祉業務の分担化と総務や経理業務の事務整理を行った。

特に後者について、経済産業省の補助金を活用し、より効率的

な業務遂行を可能とする人事管理システムの導入と給与シス

テムの入替えの目処が付いた。 

・玄関ホール付近の有効活用と事務所拡張を目的とした地域福祉 

センター第１次改修を実施。次年度以降の機能拡張に備えた。 

・社会福祉法人改革を主とした法改正に伴い、定款変更や評議員

選任解任委員会の設置等、法人運営体制の改変を行った。 

・近年の社会情勢に合わせ、コンサルティング会社の協力助言を

得ながら、給与規程の見直しや就業規則等の規程類の改定や整

備を行った。                   （A） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  
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■介護事業部 セクション別重点項⽬（重点⽬標）及び達成度 
 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

居

宅

介

護

支

援 

１）地域包括ケアや地域福祉推進への積極的な
参画 地域福祉の推進を使命とする社会福祉協議

会の事業所として、早島町が進める包括ケア構築の

一助となれるよう、同システム協議や研修、事業推

進に主体的に参画する。 

また、地域福祉活動への参加による介護（福祉）

情報発信や事務局が進める住民協働の生活支援活動

の試行協議への参画、利用者の生活支援や生きがい

づくり、社会参加の促進に努める。 

・早島町が進める包括ケアシステム構築に向け、包括ケア懇話

会や認知症高齢者の見守り体制づくりの関係協議や介護支援

専門員の研修へ積極的に参画した。 

・サロン活動等の地区の行事へ出向き、健康体操プログラムの

提供や相談対応、情報収集を積極的に行った。 

・個別ケース援助について、地区の民生委員や福祉活動員等の

関係づくりに努め、生活支援に必要な情報共有を行った。ま

た、新設の福祉有償運送事業や地域活動を活用し、継続して

利用者の社会参加誘導を図った。          （Ｂ） 

2）ケアマネジメント業務の標準化と援助に係る
負担の軽減 今年度から始まる「介護支援専門員実

習受入れ」に備え、引き続き内部の共通業務の標準

化作業を進め、事務作業の効率化を図るなど、円滑

な業務遂行に向けた業務整理を行う。 

また、介護支援専門員間での相談や調整業務の補

完を進めるとともに、職場内での事例検討や職場外

での研修や助言を得る機会の確保に努め、個々の援

助に係る精神的な負担の軽減を図ります。 

・「介護支援専門員実習受入れ」の円滑な受入実施は終えたが、

共通業務の標準化による業務の効率化について、支援経過記

録表現の統一化とシステムへの反映に務めたが、システムへ

の反映対応は次年度へ持ち越しとなった。 

・中堅職員の研修受講により、援助に係る助言を役割とする主

任介護支援専門員を増員。内部事例検討会の開催頻度を増や

し、個々に援助が停滞する事例を抽出し、援助方法の検討を

続けた。毎朝のミーティングのあり方の見直しも行い、相互

に援助状況を相談確認し合う風潮づくりに努めた。  （Ｃ） 

＜運営状況総括＞ 

・新規契約件数は前年度比２３件減の５５件。契約解除件数は前年度同様の６１件。介護サービスを利用していなかっ

た登録者にサービス利用の動きがあり、結果、月平均請求件数は４件増加し２０４件であった。 

・契約解除件数の内訳は、２１件が永眠、１８件が入所、１４件が長期入院。他は軽度化（要支援）と転出等。 

∴平成２８年度収支差引額：６，５９４千円（平成２７年度収支差引額：６，４９２千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

 

１）職員の資質の向上と安定した事業運営 
利用者の要望が多様化に対応できるように、職務

基準書を活用し介護技術の標準化を図る。また、認

知症介護実践者研修の受講と職場内での研修を継続

し、適切なケアの提供が出来るようにする。併せて

プログラムの企画や見直しを行ない利用者の満足度

の向上に努め継続して利用していただけるようにす

る事で安定した運営を図る。 

・職務基準書の点検項目を日々の介護目標として掲げ実践に力

を入れた。また、認知症介護実践者研修には４名が参加し、

修了資格を取得。研修修了後には部署内で勉強会を実施し、

職員全体の知識の向上に取り組めた。 

・プログラムの見直しは、定期的な買い物の機会提供や、手芸や

工作を好まれる利用者へ創作活動を提供した。年度末には作品

展を開催し少数ではあるが家族同伴で作品を見に来た人もあ

った。 

・延べ利用者数については前年度を下回ったものの、見込んだ収 

入は達成できた。                     （A） 

２）記録作成の効率化と情報の有効活⽤ 
介護報酬の算定根拠となる介護記録や計画書の書式

の見直しなどを行ない事務作業の効率化を図る。 

 また、基本情報の更新を行ない日々のケアや職員

間・他事業所との情報共有に使い易い記録にしてゆ

く。 

 

・通所介護計画書については、書式の見直しは出来なかったが、

作成時のポイントをまとめた手引きを作ったため作成の標準

化が図れた。基本情報の更新と介護経過については、課題が次

年度へ持ち越しとなったが看護師間での情報共有の為の経過

書は書式を改善し、記録時間の短縮が図れ、活用が定着した。        

（C） 

＜運営状況総括＞ 

・要介護と予防をあわせた１日あたりの平均利用者数は２９．５人（前年度比▲０．３人）。 

・昨年度定員は増やしたものの、職員の負傷や退職により人員体制が整わず３５名以上の受け入れが出来ない時期があ

った。また、利用回数の多い利用者が複数名、入所や入院になり利用が中止になったため延べ人数は減少した。但し

要支援と要介護の比率が変わり、要介護の利用者の延べ人数は増えたため介護報酬額への影響は無かった。 

∴平成２８年度収支差引額：６，０５５千円（平成２７年度収支差引額：９，３３６千円） 

 ＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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  介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

1）事務の効率化と利⽤者の確保 
ご利用者の希望に添った迅速かつ柔軟な対応が出来

るよう、訪問前後の指示や報告方法の見直しを行う。

また、ホームページや介護サービス情報公表システ

ムの活用や、町内へのポスター掲示を行うなど、事

業所の広報強化に努め、新規利用につなげていく。 

・事務の効率化を図る為に進めた指示･報告のメール化について

スタートしたが、ヘルパーにも戸惑いがあり、移行作業が大

幅に遅れてしまった。次年度に完全移行予定。 

・事業所の広報強化について、社協だより等の広報媒体の活用

により、研修の様子や事業所の紹介を行うなど、広報強化に

努めたが、直接の新規利用には繋がらなかった。      

（Ｃ） 

2)登録ヘルパーの確保と育成・専⾨知識の向上  
利用者のニーズに応えられるよう登録ヘルパーの

確保に努める。また、現在深刻化している認知症の

方への対応と、少しずつ利用が増えてきている障が

い者支援の理解を深めていく為に、今後も内部･外部

研修への積極的な参加が出来るよう体制を整えてい

く。 

・登録ヘルパーを新たに２名確保したが、登録ヘルパーの稼動

活動時間が伸び悩み、退職者も２名発生し、依然として体制

強化が課題である。 

・外部研修については、登録ヘルパーの稼働状況もその都度変

化し、常勤職員含め、訪問援助対応に時間を割かれ、外部研

修への積極的な参加ができなかった。内部研修については、

月次定例会の内容を工夫し、継続して現場に求められる研修

を行い、知識の向上に努めた。                           

（Ｃ）                              

〈運営状況総括〉 

・今年度は新規契約が２９件あったが、半年以内で中止･死亡･入所された方が１０件あり短期利用が目立った。昨年度

に比べ訪問回数が要介護、要支援合わせて２７３回の減少という結果になった。 

・障がい者総合支援は移動支援が減少になったものの居宅支援が増になった為ほぼ変化はなかった。 

・介護保険外サービス事業では昨年と同じく定期的な利用があった。 

∴平成２８年度収支差引額：▲３１４千円（平成２７年度収支差引額：２７千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   

  



 

6 

◆平成２８年度事業実績 

Ⅰ．会務の運営 
１．役職員による法人運営 
〔１〕理事会の開催 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、理事会６回を開催した。 

   ・本会の事業計画および予算、事業報告及び決算報告、諸規程の制定及び改廃等の本

会の運営において重要な案件について協議した。 

（２）実施結果 

  開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２８年５月２５日（水） 

／理事７名（９名） 

／書面決議書提出者２名 

／監事２名（２名） 

◇評議員の補充選任について 

◇資金運用規程の一部を改正する規程について 

◇職員就業規則の一部を改正する規則について 

◇役員及び評議員の報酬等に関する規程の一部を改正する

規程について 

◇平成２８年度一般会計第１次補正予算（案）について 

◇平成２７年度事業実績報告について 

◇平成２７年度一般会計収支決算報告について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・基金の運用について 

平成２８年１０月２０日（木） 

／理事７名（９名） 

／書面決議書提出者２名 

／監事１名（２名） 

◇評議員の選任について 

◇平成２８年度一般会計第２次補正予算（案）について 

◇協議事項 

・定款の変更について（事前協議） 

・社会福祉法改正の概要、スケジュール見込み 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・住民福祉活動先進地視察研修について 

平成２８年１１月２１日（月） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇定款の変更について 

◇評議員選任・解任委員会運営細則の制定について 

◇評議員選任・解任委員会委員の選任について 

◇評議員選任候補者の推薦について 
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平成２９年１月２０日（金） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇職員給与規程の一部を改正する規程について 

◇嘱託職員賃金規程の一部を改正する規程について 

◇登録ヘルパー賃金規程の制定について 

◇職員就業規則の一部を改正する規則について 

◇継続雇用職員就業規則の一部を改正する規則について 

◇育児・介護休業等に関する規則の一部を改正する規則につ

い 

 て 

◇職員等衛生管理規則の一部を改正する規則について 

◇平成２８年度第３次補正予算について 

◇報告事項 

・寄附金について 

・基金設置規程の改正予定について 

・苦情処理の状況について 

平成２９年２月１日（水） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇早島町社会福祉協議会会長の選任について 

◇早島町社会福祉協議会副会長の選任について 

◇早島町社会福祉協議会会長・副会長の職務代理の指名につ

いて 

◇早島町社会福祉協議会常務理事の指名について 

平成２９年３月２２日（水） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇定款細則の一部を改正する細則について 

◇経理規程の一部を改正する規程について 

◇評議員の費用弁償に関する規程の制定について 

◇役員等の報酬等に関する規程の制定について 

◇理事・評議員選任規程の一部を改正する規程について 

◇旅費規程の一部を改正する規程について 

◇住民会員規程の一部を改正する規程について 

◇平成２８年度一般会計第４次補正予算（案）について 

◇平成２９年度事業計画（案）について 

◇平成２９年度一般会計当初予算（案）について 

◇報告事項 

・基金の状況について 

・共同募金実績報告について 

・福祉映画会について 

 

〔２〕評議員会の開催 
（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員会５回を開催した。 

   ・本会の事業計画および予算、事業報告及び決算報告、諸規程の制定及び改廃等の本

会の運営において重要な案件について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２８年５月２６日（木） 

／評議員１８名（２１名） 

◇理事の補充選任について 

◇資金運用規程の一部を改正する規程について 
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◇職員就業規則の一部を改正する規則について 

◇役員及び評議員の報酬等に関する規程の一部を改正する

規程について 

◇平成２８年度一般会計第１次補正予算（案）について 

◇平成２７年度事業実績報告について 

◇平成２７年度一般会計収支決算報告について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・基金の運用について 

平成２８年１０月２１日（金） 

／１７名（２１名） 

◇理事の補充選任について 

◇平成２８年度一般会計第２次補正予算（案）について 

◇協議事項 

・定款の変更について（事前協議） 

・社会福祉法改正の概要、スケジュール見込み 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・住民福祉活動先進地視察研修について 

・共同募金運動について 

平成２８年１１月２１日（月） 

／１７名（２１名） 

◇定款の変更について 

◇報告事項 

・評議員選任・解任委員会運営細則の制定について 

・評議員選任・解任委員会委員の選任について 

・評議員選任候補者の推薦について 

平成２９年１月２４日（火） 

／１９名（２１名） 

◇理事の選任について 

◇職員給与規程の一部を改正する規程について 

◇嘱託職員賃金規程の一部を改正する規程について 

◇登録ヘルパー賃金規程の制定について 

◇職員就業規則の一部を改正する規則について 

◇継続雇用職員就業規則の一部を改正する規則について 

◇育児・介護休業等に関する規則の一部を改正する規則につ

いて 

◇職員等衛生管理規則の一部を改正する規則について 

◇平成２８年度第３次補正予算について 

◇報告事項 

・寄附金について 

・基金設置規程の改正予定について 

・苦情処理の状況について 

平成２９年３月２４日（金） 

／１５名（２１名） 

◇定款細則の一部を改正する細則について 

◇経理規程の一部を改正する規程について 

◇評議員の費用弁償に関する規程の制定について 

◇役員等の報酬等に関する規程の制定について 

◇理事・評議員選任規程の一部を改正する規程について 

◇旅費規程の一部を改正する規程について 
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◇住民会員規程の一部を改正する規程について 

◇平成２８年度一般会計第４次補正予算（案）について 

◇平成２９年度事業計画（案）について 

◇平成２９年度一般会計当初予算（案）について 

◇報告事項 

・基金の状況について 

・共同募金実績報告について 

・福祉映画会について 

 
〔３〕評議員選任・解任委員会の開催○新  

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員選任・解任委員会 1 回を開

催した。 

・理事会において推薦された評議員候補者について審議し、選任した。 

 （２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２９年２月１日（水） 

／委員３名 

◇委員長の選任について 

◇評議員の選任について 

 

〔４〕内部監査の実施 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、監事会１回を開催した。 

   ・本会の事業実績報告書により業務執行状況の、決算書及び諸帳票により財務状況の

監査を実施し、監査報告書を作成した。 

（２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２８年５月１７日（火） 

／監事２名 

◇平成２７年度事業実績状況（報告書）の監査 

◇決算（書）及び諸帳票の監査 

 
〔５〕役員の先進地視察研修の実施  

（１）要 件 

   ・他市町村の住民主体の地区福祉活動先進地を視察し、本町における地区福祉活動の

あり方を検討する機会とするため、住民福祉関係者と合同で先進地社協（岡山県高

梁市松原地区）へ視察研修を行った。 

 （２）実施結果 

視察日程／参加者 視察先／主な研修項目 

平成２８年１１月１８日（金） 

[参加者] 

・理 事： ３名 

・監 事： ２名 

・評議員： ８名 

・その他：４１名 

合 計：５４名 

◇高梁市社会福祉協議会及び松原地区社会福祉協議会 

・高梁市社会福祉協議会が推進する小地域福祉活動（地区社

会福祉協議会活動、福祉委員活動、ご近所見守りネット事

業、お助け隊派遣事業等）について 

・松原地区社会福祉協議会の取り組みについて 
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〔６〕⼈事管理制度の推進○新   
（１）要 件 

   ・平成２５年度から開始した人事管理制度の円滑な推進の為、第３者（コンサルティ

ング会社）の助言を受けながら、人事管理制度推進検討会を４回行った。 

   ・社会福祉法人改革に伴う定款変更や各種規程類の見直しを行う為、第３者（コンサ

ルティング会社）の助言を受けながら、人事管理制度検討会４回を行った。 

 （２）実施結果 

  ◇人事管理制度推進検討会（全４回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

平成２８年 ６月 ６日（月） 

／６名 

◇役職者の目標発表 

◇一般職員の目標設定状況 

平成２８年１１月１１日（金） 

／５名 

◇半期決算について 

◇目標管理進捗状況について 

平成２８年１２月 ９日（月） 

／６名 

◇考課者研修 

・基本視点 ・事例検討 ・面接の進め方 

平成２９年 ２月２１日（火） 

／４名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

 

◇人事管理制度検討会（４回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

平成２８年 ９月 ７日（水） 

 

◇正規職員給料表のベースアップについて 

◇賞与支給率のベースアップについて 

◇前歴換算年数について 

◇嘱託職員給料表のベースアップについて 

◇継続雇用職員の給料・賞与について 

平成２８年１０月１４日（金） 

 

◇正職員給料表の改定について 

◇嘱託職員賃金規程の改定について 

◇継続雇用職員就業規則の改定について 

◇登録ヘルパー賃金について 

◇賃金改定に伴う処遇改善加算一時金試算について 

◇社会福祉充実残額について 

平成２８年１１月１１日（金） 

 

◇職員給与規程（別表）の改正について 

◇嘱託職員賃金規定（別表）の改正について 

◇継続雇用職員就業規則の改正について 

◇登録ヘルパー賃金規程の創設について 

◇育児・介護休業等に関する規則の改正について 

◇衛生管理規則の改正について 

平成２８年１２月 ９日（金） 

 

◇就業規則について 

◇経理規定の改正について 
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Ⅱ．地域福祉事業 

１．広報事業活動の推進 
〔１〕社協だより発⾏の発⾏ 

（１） 要 件 

・町民に対する社協活動や住民福祉活動等の情報提供手段として、広報誌「はやしま

社協だより」を年４回発行。 

（２）発行実績 

◇第１０１号（夏 号） 平成２８年 ６月下旬発行（５，０００部） 

◇第１０２号（秋 号） 平成２８年１０月下旬発行（５，０００部） 

◇第１０３号（新春号） 平成２８年１２月下旬発行（５，０００部） 

◇第１０４号（春 号） 平成２９年 ３月下旬発行（５，０００部） 

 
〔２〕ホームページによる福祉情報の発信○新  

（１）要 件 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町内の福祉活動や本会の事業活動を

効果的に発信するため、前年度から引き続き本会ホームページの改定作業を行う。 

・内部での情報更新の仕組みを見直し、更新しやすいプログラム導入と役割分担によ

り円滑な情報発信体制を構築する。 

・町内の福祉活動や本会の事業活動をリアルタイムに発信するため、Facebook を

開設する。 

（２） 実施結果 

  ①広報媒体の運用改善 

開催日 行事名／場所 

平成２８年４月２８日（木） ホームページリニューアル 

平成２８年６月２７日（月） Facebook 開設 

②Facebook 年間投稿記事数  

発信部署 発信件数 

事務局 ４１件 

居宅介護支援センター ３件 

デイサービスセンター ６件 

ホームヘルパーステーション １件 

 合計５１件 

 

〔３〕地域福祉活動計画の推進状況の周知 
 （１）要 件 

     ・地域住民や福祉関係団体・機関への地域福祉活動計画（ほっとプラン）内容の周知

や活動参画を求めることを目的に計画内容や進捗状況の説明を行う。 

   （２）実施結果      

開催日 行事名／場所 

平成２８年 ４月１３日（水） 福祉活動員新任研修会／オアシス早島 

平成２８年 ４月２０日（金） 長津・畑岡サロン立ち上げ準備会／いぶき荘 
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平成２８年 ４月２０日（金） ふれあいサロン噂島／噂島公民館 

平成２８年 ４月２８日（木） 早島町福祉活動員協議会総会／オアシス早島 

平成２８年 ５月１０日（火） 自治会行政連絡会議／早島町役場 

平成２８年 ９月２３日（金） イトーピア早島サロン立上げ準備会／イトーピア公民館 

平成２８年１１月１８日（金） 住民福祉活動視察研修／高梁市 

平成２９年 １月２３日（月） 早島町民生児童委員協議会／早島町役場 

平成２９年 ３月２９日（水） サロン矢尾立ち上げ準備会／矢尾公民館 

 

〔４〕早島の匠ミニギャラリーの開催 
（１）要 件 

・地域福祉センターオアシス早島１階ロビーを活用し、町内住民やグループによるミ

ニ作品展を開催し、一般住民の来館促進を図り、センター機能の周知を行う。 

（２）開催実績 

区分 ジャンル 作者（出展者） 作品展示期間 

個人 写 真 舩越 真澄 平成２８年 ４月２２日～６月 １日 

団体 彫 刻 若宮彫刻教室 平成２８年 ６月 ２日～６月３０日 

個人 木工品他 宮木･安藤･磯山 平成２８年 ８月１８日～９月１６日 

団体 塗り絵他 早島町デイサービスセンター 平成２９年 ３月２７日～４月２４日 

    

      

２．会費・寄付・募⾦の収受 

〔１〕住⺠会員・会費の募集 
 （１）要 件 

     ・社会福祉に関心を有し、本会の趣旨に賛同した個人又は団体等の会員を募るもので

ある。本年度の結果は下記のとおりとなった。 

（２）実施結果 

区  分 会員数 口 数 金  額 

賛助会費・団体 ３３件 １口 ６６，０００円 

合  計 ３３人 １口 ６６，０００円 

 
〔２〕一般寄付等の受納 
 （１）要 件 

     ・一般寄付・満中陰志を受納し、その寄附金を地域福祉推進のための事業を実施する

ほほえみ基金事業の原資となる基金へ積立てを行った。 

     ・一般寄付において、元利用者の相続財産管理人から３００万円の寄付がある。 

 （２）寄付金実績 

区  分 件  数 金  額 

一般寄付 ３件 ３，０１２，７９９円 

満中陰志 ２６件 ６３５，０００円 

合  計 ２９件 ３，６４７，７９９円 
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〔３〕共同募⾦運動（⾚い⽻根共同募⾦・歳末たすけあい募⾦）の推進 
（※岡山県共同募金会早島町共同募金委員会事務） 

（１）要 件 

  ・地域福祉の推進を目的とし、「じぶんの町を良くするしくみ」をテーマに共同募金

の役割や使い道の周知を図り、町民一人ひとりに募金活動を通じて「思いやりの心」

を掘り起こすとともに、「福祉のまちづくり」に参加できる仕組みである。また、

共同募金の適正かつ効果的な助成により、地域課題の発見や新たな支え合いの構築

などを支援する。 

（２）実施結果 

  ①赤い羽根共同募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 １，０８４，７１８円 ▲４，７６０円 

街頭募金 ８，５３４円 ▲２，２４２円 

学校募金 ４７，４６７円 １５，０４３円 

個人募金 ８，５０９円 ▲４３，９９１円 

法人募金 ３２３，６３４円 １６，７３８円 

イベント募金 ２４，２６１円 ▲７，９３９円 

職域募金 １１２，３４７円 ▲４，６０８円 

その他の募金 ３２，１８０円 ▲４６円 

通帳利息 ９７円 ４円 

 １，６４１，７４７円 ▲３１，８０１円 

 

②歳末たすけあい募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 ９８２，０５７円 ▲３，９２２円 

個人募金 ３０，３５５円 ２２，８５５円 

その他の募金 １０，５８９円 ▲１９，４１１円 

通帳利息 ３２円 ４円 

 １，０２３，０３３円 ▲４７４円 

 

③共同募金運動推進活動 

開催日 行事名 募金実績 

平成２８年 ９月１６日（金） 早島中学校街頭募金 １４，６９６円 

平成２８年１０月 ３日（月） 早島駅前街頭募金 １，８９７円 

平成２８年１１月 ６日（日） いきいき広場街頭募金 ６，６３７円 

平成２８年１１月 ６日（日） いきいき広場イベント募金 １７，２６１円 

※早島中学校街頭募金は、上記（２）の①では学校募金へ計上。 
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３．住⺠参画型生活支援活動の検討 
〔１〕外出支援活動の検討○新  

（１）要 件 

 ・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、平成２７年度末から開始した町内の

高齢者や障がい者の社会参加の促進を目的とした外出支援活動の検討を継続実施。 

 ・福祉有償運送事業の実施状況の共有を行う。 

 ・運転ボランティア団体との検討及び協働で、サロン活動や給食サービス活動参加者

の送迎活動を本格実施した。 

（２）外出支援活動検討会の開催 

開催日 主な検討事項 

平成２８年 ４月 ６日（火） ・福祉有償運送事業の概要（利用登録等手続き） 

平成２８年 ５月１０日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 
平成２８年 ６月１４日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況及び福祉車両の改造 
平成２８年 ７月１２日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況と情報共有 

平成２８年 ９月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 
平成２８年１０月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況と県ボランティア交流会等 
平成２８年１１月 ８日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況と及び福祉車両の増車検討 
平成２８年１２月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 
平成２９年 １月１０日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 
平成２９年 ２月１４日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 
平成２９年 ３月１４日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

（３）サロン等送迎活動実績 

  ○実利用団体数；  ５団体（サロン；２団体・給食サービス；３団体） 

  ○延べ運行回数； ４６回 

  ○延べ利用者数；１０３名 

 

〔２〕生活支援活動の検討 
（１）要 件 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町域での「ゴミ出し」について、町

シルバー人材センター会員の協力を得て、有償活動（１００円）の試行継続。同セ

ンター就労開拓委員会で、毎次活動状況の共有を行う。 

 ・上記とは別に、地区内の助けあい活動として、ゴミ出し支援を無償で行う為、担い

手の調整を行う。 

（２）町域におけるゴミ出し試行活動実績 

  ○実利用者数    ５名 

  ○延べ支援回数 ２３０回 

（３）地区におけるゴミ出し試行活動実績 

  ○実利用者数    ５名 
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〔３〕生活支援サポーターの養成○新  
（１）要 件 

・早島町からの受託事業で、町内の生活支援活動を担う人材養成を行う。 

（２）実施結果 

  ・早島町役場の委託準備が整わず、実施に至らず。 

     
 
４．福祉活動員活動の支援 
〔１〕福祉活動員協議会活動の支援 
 （１）要 件 

・各自治会町内会から選出された「福祉活動員」７９名で組織する「福祉活動員協議

会」の事務局として、福祉活動員の活動支援を行った。 

・定例会を全体研修月以外に７回開催。各地区の福祉活動員の活動状況確認や見守り

新鮮情報の回覧依頼、ボランティア活動への協力呼びかけを行った。また、援助活

動に役立つ福祉知識や手法の提供を目的としたミニ講座を引き続き開催した。 

・地域包括ケア推進に向け、その主要な立場に有る介護支援専門員と民生委員との意

見交換の場を設けた。 

 （２）定例会等開催実績 

開催日  主な内容等（研修テーマ） 

平成２８年 ４月１３日（水） 新任研修 社協の組織活動と福祉活動員の役割説明 

平成２８年 ４月２８日（木） 総会 活動計画・予算の確認、役員の選任 

平成２８年 ５月２３日（月） 定例会 民生委員との意見交換（福祉マップ作成等） 

平成２８年 ６月～ 実践活動 夏季一斉友愛訪問活動（７０歳以上高齢者） 

平成２８年 ６月２３日（木） 定例会 熱中症予防 

平成２８年 ７月２８日（木） 定例会 消費生活詐欺対策 

平成２８年 ８月２５日（木） 定例会 介護支援専門員との意見交換会 

平成２８年 ９月１５日（木） 定例会 身近な介護技術 

平成２８年１０月１９日（水） 交流会 グラウンドゴルフ交流会 

平成２８年１１月１８日（金） 視察研修 高橋市松原地区（岡山県）の活動 

平成２８年１２月～ 実践活動 年末大掃除活動（７５歳以上高齢者世帯等） 

平成２９年 １月２６日（木） 定例会 身近なレクリエーション 

平成２９年 ２月２３日（木） 全体研修 いざという時の救急法 

平成２９年 ３月１６日（木） 定例会 次年度活動計画の協議、引き継ぎ内容確認等 

 

５．地区福祉活動の推進 
〔１〕高齢者給食サービス活動の推進 

（１）要 件 

  ・独居や高齢者世帯、障がい者等を対象として、給食ボランティアグループがバラン

スのとれた食事とふれあい交流の場を提供する。 

  ・食材費等の助成や、活動を支援するためのアドバイスを行う。 

  ・食中毒の防止を目的に、研修会の実施や食品衛生管理指導（チェック表の運用、衛

生用品の支給）を継続して行う。 
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（２）活動実績 

団体名 利用者数 提供者数 延実施回数 延利用者数 延提供者数 

クローバー １０ ５ １９ １６６ ８０ 

コスモス ３０ １１ ２０ ４６６ １９２ 

スプリング ２２ ８ １９ ３４３ １３２ 

たんぽぽ １７ ９ １１ １３２ ９１ 

マスカット １８ ６ １１ １７０ ６１ 

ひまわり会 １７ ９ １１ ２０９ ９８ 

スマイル若宮 ３０ ３２ ２２ ５９０ ２０７ 

市場撫子の会 ２６ ８ １１ ２３２ ８４ 

合計：８団体 １７０ ８８ １２４ ２，３０８ ９４５ 

 

（３）連絡会等開催実績 

連絡会名 給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修） 

開催年月日 平成２８年８月２６日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室・調理室 

参加者 ２２名（８グループ） 

内 容 ・長生き＆介護予防のために「食」を見直す 

株式会社明治 西日本支社コミュニケーション課食育担当 菊池 美香 氏 

・事務連絡（助成金手続き、衛生用品の配布等について説明） 

 

〔２〕ふれあい･いきいきサロン活動の推進 
 （１）要 件  

・他者との交流が少なく、家に閉じこもりがちな高齢者等の不安や悩みの解消を図り、

気軽にふれあい交流や仲間づくりができる場を提供する活動の支援を行う。 

・毎月 1 回開催の場合は年間２万円、隔月開催の場合は年間１万円、奨励金を交付。

交付要綱に基づき、２１団体に奨励金の交付を行い、活動助言を行う。 

・新たに金田地区、長津（畑岡）地区、イトーピア地区にサロン活動の立ち上げを支

援する。 

（２）サロン活動団体（合計２１団体） 

サロン名 開催場所 
対象 
地域 

延べ 
利用 
者数 

延べ
協力 
者数 

実施 
回数 

活動内容 

四つ葉会前潟 前潟公民館 
前 潟 ・ 

下 前 潟 
１３６ １６９ １２ 

茶話会、季節行事、運動、

遊び、講話 

しゃべろうかい 宮崎公民館 宮 崎 １１２ ２４ １２ 
茶話会、運動、創作活動、

催し等  

中山ふれあいサロン 

さつき会 
中山集会所 中 山 １０６ ２０ １１ 

茶話会、運動、遊び、講話、

季節行事、催し、創作活動 

いきいきサロン市場 さつき荘 市 場 ２１５ ９６ １１ 
茶話会、遊び、運動、講話、

催し等 

弁天井戸端喫茶 
弁才天 

公民館 
弁 才 天 ７９ ４９ １０ 

茶話会、遊び、季節行事、

講話 
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サロン・ひだまり 
備南台 

公民館 
備 南 台 １８０ ６０３ ８０ 

茶話会、遊び、小旅行、 

部会活動 

なしず会 無津公民館 無 津 ８７ ９ １１ 
茶話会、季節行事、食事会、

奉仕活動 

はまぎくの会 個人宅 若 宮 ３５ ２４ １０ 茶話会、イベント、食事会 

日笠山さくら会 
日笠山 

公民館 
日 笠 山 ２０８ ４８ ６ 茶話会、季節行事、催し  

喫茶とよく 頓行公民館 頓 行 １８５ ７８ １１ 
茶話会、遊び、運動、催し、

食事会、創作活動 

いきいきサロン三軒地 
三軒地 

公民館 
三 軒 地 ９７ ３６ １３ 

茶話会、創作活動、講話、

食事会 

塩津いきいきサロン 塩津公民館 塩 津 ４０ ２ ２ 茶話会、運動、季節行事 

サロン市場健康促進の会 
床田遊園地 

市場公民館 
市 場 １１２ ３５ １４ 

茶話会、運動、講話、 

季節行事 

サロン若わか会 大谷荘 若 宮 ８３ ３９ ２０ 茶話会、運動、講話、催し 

いきいきサロン久々原 
久々原 

公民館 
久 々 原 ５８ ２１ 6 

茶話会、季節行事、講話、

創作活動 

片田ふれあいサロン 片田公民館 片 田 ２６１ ６６ １２ 茶話会、遊び、講話、運動 

喜楽亭 大谷荘 若 宮 ６６０ ３３６ １０ 
遊び、運動、講話、軽食喫

茶、催し 

ふれあいサロン噂島 噂島公民館 噂 島 ２１０ １０５ １２ 茶話会、体操、講話、催し 

金田いきいきサロンにじ 
西コミュニ

ティハウス 
金 田 １９２ １６２ １０ 

茶話会、運動、遊び、 

創作活動、季節行事 

長津・畑岡ほっとサロン いぶき荘 
長津・畑

岡 
１９２ ９１ １０ 

茶話会、運動、講話、催し、

創作活動 

イトーピア早島サロン 
イトーピア

集会所 

イトー

ピア 
７８ ５５ ５ 

茶話会、運動、講話、催し、

季節行事 

合 計 ／ 延べ利用者数 ３，３２６人 ／ 延べ協力者数２，０６８人／ 実施回数２８８回 

 

（３）連絡会（研修会）開催実績 

 ①第１回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 平成２８年８月２９日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ３０名（２１グループ） 

内 容 ・新設グループ活動発表｢ふれあいサロン噂島｣ 

・意見交換会「活動課題と対応策の検討」 

・連絡事項（１００歳いきいき体操のご案内） 
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②第２回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 平成２９年３月１０日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室・調理室 

参加者 ３６名（１８グループ） 

内 容 ・新設活動発表｢金田ふれあいサロンにじ｣､｢長津・畑岡ほっとサロン｣ 

・意見交換会「我が地区のサロン自慢」 

・事務連絡（奨励金交付手続き説明） 

（４）奨励金交付実績 

    ３８０，０００円（２１団体）  

 
〔３〕夏季⼀⻫友愛訪問活動の実施 

（１）要 件 

  ・７０歳以上の方が居住する世帯及び年齢や同居の有無を問わず声かけが必要な要援

護者を対象に、熱中症予防啓発と地域との関係づくりを目的に、民生委員･福祉活

動員の協力を得て、全地区一斉の友愛訪問を行う。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成２８年５月２３日（月）から６月２７日（月） 

訪問対象者数 ２，３１１人／２８地区  ※平成２８年４月１日時点で７０歳以上の方 

訪問活動者数 民生委員２１名、福祉活動員７９名 

世帯実態概要 独居２９８名（世帯）、夫婦７７１名（約３３５世帯） 

見守りの必要性 必要２３７名、不要２，０７４名 

 
〔４〕年末大掃除おたすけサービスの実施 

（１）要 件 

  ・７５歳以上の高齢者世帯の方、または障がい者世帯の方へおたすけ員を派遣し、年

末大掃除の負担軽減を図った。おたすけ員としては、民生委員･福祉活動員･地域の

ボランティア等多くの住民の方々に広く協力を求めた。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成２８年１２月１日（木）から１２月１５日（木） 

サービス実施世帯数 ２４世帯（高齢者世帯２３件、障がい者１件） 

おたすけ員協力者数 ４０名 

おたすけ員協力者 

内訳 

民生委員９名、福祉活動員２３名、とんかち３名、社協職員５名 

 
〔５〕地区福祉活動の支援 

（１）要 件 

  ・地区会合へ参加し、地区住民協働で自治会単位での福祉活動の活性化やあり方を検

討した。また、その福祉活動の検討や活動に対し、助成を行った。 

 （２）活動実績（１地区） 

   ①片田自治会（助成額５万円） 

   ・福祉部会の開催（６月・１０月・１月） ・夏休み子どもサロンの開催（７～８月）  

・新年もちつき会の開催（２月） 
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６．福祉啓発（教育）の推進 
〔１〕夏のボランティア体験事業 
 （１）要 件 

  ・夏季休暇期間を活用して、学生（中学・高校・大学等）や地域住民の方を対象に、町

内の福祉（教育）施設やボランティア団体の方々に、体験希望者の受入れの協力をい

ただき実施。体験終了後に、体験の振り返りを目的とした事後研修会を実施した。 

 （２）実施結果 

   ①事前説明会 

開催年月日 平成２８年７月２日（土） 

開催場所 早島中学校体育館 

内 容 ①ボランティア体験者のお話  

岡山大学教育学部 ３年 岡本 克幸 さん 

②ボランティア体験における心構え･注意事項の説明 

参加者 ２２９名  

＜参加者内訳＞ 

体験希望者２０５名、受入施設・団体関係者１６名、中学校職員２名、 

社協職員６名 

 ②ボランティア体験期間 

体験期間 平成２８年７月２０日（水）から８月３１日（水） ※夏季休暇期間 

受入団体 １４機関･団体（実受入：１３機関･団体数） 

協力団体 ＜福祉（教育）施設＞ 計９機関 

 早島幼稚園／早島保育園／かんだ保育園／早島児童館／早島町地域 

活動支援センター／早島町デイサービスセンター／特別養護老人ホ 

ーム白亜館／早島町生涯学習課／岡山県立早島支援学校 

＜ボランティア団体＞ 計５団体 

早島いぐさ手話サークル／早島要約筆記サークル‘ぺんしる’／パソ 

ボラはやしま／はやしま朗読ボランティア福来朗／はやしま本だい 

すきの会 

体験者数 ２４７名 

＜体験者内訳＞ 

中学生１７４名、高校６１名、大学生１２名 

体験案内校 １１校 

＜中学校＞ 計１校 

早島中学校 

＜高等学校＞ 計８校 

岡山県立倉敷天城高等学校、岡山県立青陵高等学校、岡山県立倉敷中央高

等学校、岡山県立倉敷南高等学校、岡山県立倉敷商業高等学校、私立倉敷

翠松高等学校、私立倉敷高等学校、私立ノートルダム清心学園・清心女子

高等学校 

＜短期大学・大学＞ 計２校 

川崎医療福祉大学、中国学園大学・中国短期大学 
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③事後研修会 

開催年月日 平成２８年８月１９日（金） 

開催場所 早島中学校ランチルーム 

内 容 体験の振り返り（グループワーク）、ボランティアかるた作成 

参加者 １９９名  

＜参加者内訳＞ 

体験者１８３名、受入施設･団体関係者８名、中学校職員２名、社協職員６名 

 
〔２〕福祉教育への協⼒⽀援 

（１）要 件 

  ・早島小学校から要請を受け、早島支援学校生徒との交流に向け、その導入として４

年生を対象に体験教室を実施した。 

（２）実施結果 

開催年月日 平成２８年６月８日（水） 

開催場所 早島小学校体育館 

内 容 車イスの基本操作の説明や体験、当事者の方のお話 

参加者 １４４名  

＜参加者内訳＞ 

小学４年生１３６名、身体障がい者福祉協会役員１名、小学校教員４名、 

社協職員３名 

 
〔３〕コミュニケーション麻雀普及事業 

（１）要件 

・多人数が楽しめ仲間づくりや介護予防活動に役立つ『コミュニケーション麻雀』の

普及と新たな地域活動参加者（普及員）発掘を目的に月２回『コミュニケーション

麻雀を楽しむ会』（２４回・３５３名参加）を開催した。 

・依頼のあった団体（４団体・７８名参加）へ普及員の派遣を行った。 

・倉敷市で活動する『コミコミ麻雀を広める会』と交流、情報交換を行った。 

（２）実施結果 

 普及行事名等 参加者数 備 考 

４月 楽しむ会（２回） ２８名 定例会 

５月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

金田いきいきサロンにじ ３２名 ふれあいいきいきサロン 

６月 楽しむ会（２回） ３７名 定例会 

日笠山さくら会 １９名 ふれあいいきいきサロン 

７月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

８月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

ひかりデイサービスセンター １３名 岡山市のデイサービスセンター 

９月 楽しむ会（２回） ２９名 定例会 

１０月 楽しむ会（２回） ２４名 定例会 

１１月 楽しむ会（２回） ２７名 定例会 

早島町身体障がい者福祉協会 １４名 町内の福祉当事者団体 
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１２月 楽しむ会（２回） ３１名 定例会 

１月 楽しむ会（２回） ２７名 定例会 

２月 楽しむ会（２回） ２５名 定例会 

コミュニケーション麻雀交流会 ３３名 倉敷市の普及団体 

３月 楽しむ会（２回） ２７名 定例会 

 
〔４〕障がい者作品展の開催 

（１）要 件 

・国が定める「障害者週間（１２月３日～９日）」に合わせ､障がい者の方の作品展

を開催し､町民に対し､障がい者福祉への理解を深める機会とした。 

（２）実施結果   

開催年月日 平成２８年１２月１日（木）から１２月１８日（日） 

開催場所 早島町町民総合会館ゆるびの舎１階ロビー 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町身体障がい者福祉協会、早島つばさの会、ほのぼの会、喜楽会 

出展者数 ３１名（３７作品） 

 
〔５〕福祉映画会の開催 

（１）要 件 

・住民協働での個別ケアや福祉活動の活性化へ向けた機運をより高めていく機会とし

て、福祉や介護・医療等の幅広い関連分野をテーマとした映画会を開催した。 

（２）実施結果 

開催年月日 平成２９年２月４日（土） 

開催場所 早島町町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホール 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町 

協力団体 早島いぐさ手話サークル､はやしま朗読ボランティアグループ福来朗､早島要

約筆記サークル‘ぺんしる’､パソボラはやしま､絵手紙ボランティアやまび

こ､日曜大工ボランティアとんかち､運転ボランティアくるりん､給食ボラン

ティアクローバー･コスモス･スプリング･たんぽぽ･マスカット･ひまわり会･

スマイル若宮･市場撫子の会､民生児童委員協議会､福祉活動員協議会､特別非

営利活動法人ふれあいネットはやしま､早島町婦人会､早島保護司会、早島町

更生保護女性会 

映 画 名 「みんなの学校」（特別支援教育） 

観 客 数 ２８４名（入場整理券２５８枚、当日発行整理券２６枚） 

アンケート回収数（２３８名） 

 
 
 
 
 
 
 



 

22 

７．ボランティア活動の推進 
〔１〕ボランティア活動保険の加入支援 
 （１）要 件 

   ・ボランティア活動する方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責任等につ

いて補償するボランティア活動保険（実施主体：全国社会福祉協議会、受付窓口：

市町村社協）の加入促進を図る。 

 （２）加入者数計：７６８名 

   ◇団体加入：４１４名（２１団体） 

   ◇個人加入：３５４名 ※夏のボランティア体験活動者数を含む 

 
〔２〕福祉ボランティアグループ活動の支援 

（１）要 件 

   ・福祉ボランティア団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７３，０００円（６団体） 

    ①パソボラはやしま、②早島要約筆記サークル‘ぺんしる’、③早島いぐさ手話サ

ークル、④はやしま朗読ボランティア福来朗、⑤絵手紙ボランティアやまびこ、⑥

日曜大工ボランティアとんかち 

    ※別に、運転ボランティアくるりんへ新規立ち上げ助成金（１０万円）を交付。 

 
〔３〕ボランティア活動に関する相談・調整 

（１）要 件 

・町内の在宅生活者やボランティア団体、各種機関や組織、団体から要請を受け、年間

を通じて、福祉ボランティア等の人材調整を行う。 

（２）調整件数 

  ○個人相談（個人の生活を支援する人材の協力要請） 

相談者 依頼事項等 調整内容 調整件数 

高齢者・障がい者世帯 

ゴミ出しの援助 
ゴミ出しボランティア

の調整 
６件 

家屋の軽微な修繕 
日曜大工ボランティア

の派遣調整 
  ４件 

地区交流活動への参加 
給食サービスの利用調

整 
２件 

地区交流活動への参加 サロン活動の利用調整 １件 

合 計１３件 

  ○団体相談（団体や組織活動を支援する人材や作業の協力要請） 

相談元（団体） 行事名、依頼事項等 調整内容 調整件数 

早島小学校 
授業への協力 

（出前車いす体験） 

指導及び車いす 

使用者の参加要請 
１件 

県立早島支援学校 授業への協力 
朗読ボランティアの 

派遣調整 
８件 

南岡山医療センター 
つくし病棟での 

本の読み聞かせ 

朗読ボランティアの 

派遣調整 
２２件 
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地域包括支援センター プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

地区老人クラブ プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

地区サロン活動 

グループ 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
 ４１件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 ８件 

地区給食ボランティア 

グループ 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
２件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 ３８件 

福祉当事者グループ 

講座企画運営協力 

（出前車いす･介助体験） 

企画運営調整及び講師

派遣 
１件 

通常活動のプログラム 

企画協力 

ボランティアの派遣 

調整 
２件 

合 計１２５件 

※本会デイサービスセンターが調整をした件数は除く。通所介護事業（Ｐ.２９）参照。 

 
〔４〕ボランティア調整機能等の検討○新  

（１）要 件 

・町民活動支援センターとの役割分担や福祉ボランティアや他分野のボランティア等

の登録調整のあり方について、町生涯学習課との情報交換や検討を進め、町内のボ

ランティアニーズに対する円滑な調整（ボランティアコーディネート）ができるよ

う下地づくりを行う。 

（２）実施結果   

開催年月日 平成２８年６月９日（木） 

開催場所 早島町中央公民館１階講座室 

内 容 ボランティア人材のデータ共有のあり方の検討 

参加者 ＮＰＯ法人ふれあいネットはやしま（４名） 

早島町生涯学習課（２名） 

早島町社会福祉協議会事務局（２名） 

 

８．福祉団体活動の支援 
〔１〕福祉当事者団体の支援 

（１）要 件 

   ・当事者団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：３１６，０００円（３団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会、②早島つばさの会（知的障がい者の親の会）、  

③ブロンズクラブ（独居高齢者の会） 

   ◆福祉教育助成額合計：３，０００円（１団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会  
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〔２〕福祉団体の支援 
（１）要 件 

   ・福祉団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７２，０００円（２団体） 

①早島保護司会、②早島町更生保護女性会 

 
９．在宅福祉サービス事業の実施 
〔１〕福祉有償運送事業の実施○新  
 （１）要 件 

   ・要介護高齢者や障がいある方のうち、自力で公共交通機関を利用できない方を対象

に、有償（タクシー料金の半額以下）で、ご自宅から目的地までの移動を「福祉車

両」により送迎外出支援を行う「福祉有償運送事業」を開始した。 

・円滑かつ安全な運行管理を行う為、運行毎次の使用車両の運行前点検と登録運転手

の体調確認及びドライブレコーダーによる実際の運行映像を活用し、月次の安全運

転指導や研修を行った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆実利用者数   ２１人（前年度比▲２人） 

◆延べ運行回数 １１６回（前年比＋３１回） 

 ※平成 27 年度の試行活動時の数値と比較 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 運行回数 利用料収入（円） 

４月 ７人 １２回 １７，５９０円 

５月 １０人 １８回 １８，３５２円 

６月 ７人 ９回 １５，５１０円 

７月 ５人 ９回 ６，９７６円 

８月 ６人 １１回 ９，５１４円 

９月 ３人 ４回 ３，９４２円 

１０月 ５人 ７回 ４，７３２円 

１１月 ７人 １３回 １１，５２０円 

１２月 ５人 １１回 ８，１００円 

１月 ２人 ３回 １，６１８円 

２月 ５人 ９回 ５，６４６円 

３月 ７人 １０回 １２，７１４円 

合 計 ６９人 １１６回 １１６，２１４円 

 

〔２〕福祉用具貸出サービスの実施 
（１）要 件 

・介護が必要な状態にある方への介護用具の貸し出しを行う。介護認定を受け、介護

保険サービス内で利用できる方は、対象外とする。 

・貸出品目にロングタイプのスロープを追加する。また、下記品目の寄贈を受ける。 

車イス３台（中国地方郵便局長協会）、車イス１台（岡山ヤクルト販売株式会社）  

シルバーカー３台及びポータブルトイレ（株式会社トーカイ）、吸引器２台（個人） 
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・例年どおり旅行等の一時的な外出、受診目的での車イスの短期貸出が多かった。定

期利用者の昨年度の貸与件数の概ね半数の実績となった。 

（２）利用実績 

  ①実利用者数 

   ３５名   

②貸出品目と件数 

介護用具名 貸出件数 

車いす ３９件 

スロープ  ８件 

ポータブルトイレ  １３件 

歩行器 １件 

シルバーカー １件 

点滴スタンド １件 

シャワーベンチ １件 

コードレスチャイム ５件 

 
１０．福祉相談及び福祉サービスの利⽤援助 
〔１〕福祉・生活支援相談対応の環境整備○新  

（１）要 件 

・地域福祉センター内への相談窓口スペースを設置し、福祉サービス利用者や福祉活 

動者、その他の町民からの福祉や生活支援に関する助言や調整支援を行える環境整 

備を行う。 

（２）対応実績 

   ・玄関ホール付近の改修工事及び事務所スペースの拡張工事を行い、生活支援相談や

活動協議が行える部屋及びスペースを設置した。   

 

〔２〕⽣活福祉資⾦貸付 
（１）要 件 

・低所得者世帯の経済的自立や身体障がい者世帯の生活意欲の助長促進及び、在宅福

祉、社会参加の促進のために必要な資金を貸付けるために、生活福祉資金貸付事務

（実施主体：岡山県社会福祉協議会、受付窓口：市町村社協）を行った。 

（２）対応実績（平成２９年３月３１日現在） 

貸付資金種類 相談件数 新規貸付 貸付中 償還中 

総合支援資金  １件 ０件 ０件 ０件 

福祉資金  １件 ０件 ０件 ０件 

教育支援資金  ０件 ０件 ０件 １件 

不動産担保型生活資金 ０件 ０件 ０件 ０件 

※旧･離職者支援資金 - - - １件 

合 計 １件 ０件 ０件 ３件 

    ※総合支援金貸付の償還終了者１件。 
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〔３〕⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業 
（１）要 件 

・在宅で生活しており、自分の判断で福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を適切

に行うことが困難な方をサポートする本事業（実施主体：岡山県社会福祉協議会）

の相談業務を行った。 

（２）対応実績（平成２９年３月３１日現在） 

援助区分 相談件数 新規契約 継続援助中 契約解除 

認知症高齢者 １件 ０件 ０件 ０件 

その他の障がい者 １件 ０件 ０件 ０件 

 
１１．地域福祉センターの運営管理 
〔１〕施設利⽤の促進 
 （１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動拠点として、福祉関係者を中心にセンター内の施設（４部屋、

開放フロア）の貸し出しと管理運営を行った。 

 （２）団体利用実績 

施設名 利用回数 利用人数 平均利用人数 

ボランティア室  ８６回 ５４０人 ６．３人 

調理実習室 ４２回 ７９７人 １９．０人 

会議室 １２４回 ２，９２６人 ２３．６人 

プレイルーム １５１回 １，７７６人 １１．８人 

開放フロア ２０回 １３２人 ６．６人 

（３）個人利用実績（プレイルームのみ） 

  ◆延べ利用者数：５７８人（小学生のみ） 

   

〔２〕備品･用具の貸出 
（１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動の活性化のため、福祉活動に役立つ備品･用具の貸し出しを行っ

た。 

 （２）利用実績 

援助区分 合 計 福祉関係団体 行政関係団体 その他 

レクリエーション用具 ２６件 ２４件 ０件 ２件 

機材 １１件 ８件 １件 ２件 

その他 ９件 ７件 １件 １件 

 
〔３〕施設改修の実施○新  

（１）要 件 

   ・第１次地域福祉センター改修事業として、老朽化する施設内の空調設備や安全設備

の取り替え整備を行った。また、業務拡張に伴う事務所スペースの拡張及び施設の増

設を行った。 
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（２）利用実績 

  ①設備修繕 

  ・空調設備の修繕（１２機）  ・熱感知器及び煙感知器の取替（１４機） 

  ・ガス漏れ検知器の取替（６台） 

  ②施設改造 

  ・事務所スペースの拡張  ・多目的室の設置  ・相談室の移設 

   

Ⅲ．介護サービス事業 
１．居宅介護⽀援事業 
〔１〕介護保険-居宅介護支援事業の実施 
 （１）要 件 

   ・利用契約を結んだ要介護状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の居宅

サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

・サービス利用以外の時間帯にも安心した在宅生活が過ごせるよう、介護保険制度以

外にも民生委員･福祉活動員との個別に情報共有を行うとともに、住民による生活支

援活動試行への積極的な誘導を図った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：５５件（前年度比▲２３件）  

◆年間契約解除利用者：６０件（前年度比± ０件） 

◆月間平均請求件数：２０４件（前年度比＋ ４件）   

（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 １９４件 ２，９９１，０７０円 

５月 ２００件 ３，０７５，５００円 

６月 ２０２件 ３，１０２，０１０円 

７月 １９９件 ３，０４３，６４０円 

８月 ２０４件 ３，１２２，９６０円 

９月 ２０９件 ３，２２０，６１０円 

１０月 ２０８件 ３，１８５，８６０円 

１１月 ２１１件 ３，２１８，９００円 

１２月 ２１５件 ３，２９７，９１０円 

１月 ２０４件 ３，１１５，２９０円 

２月 ２０４件 ３，１２９，１８０円 

３月 ２０３件 ３，１２７，７６０円 

合 計 ２，４５３件 ３７，６３０，６９０円 

   

 
 
 
 
 



 

28 

２．通所介護事業 
〔１〕介護保険-通所介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・通所介護サービスの利用により、介護が必要な高齢者の身心の機能の悪化を防止す

るとともに、利用者が以前と変わらず自宅で生活でき、趣味活動や人との交流のあ

る生活を維持できるよう支援する。 

・介護をしている家族の心身の負担を軽減する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：１０人（前年度比▲５人） 

◆年間延べ利用者数：８，６５２人（前年度比＋４３２人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６日 ５９人 ６６２人 ２５．５人 ５，１３９，０７０円 

５月 ２６日 ６３人 ７３６ ２８．５人 ５，６９３，２８０円 

６月 ２６日 ６８人 ７５６ ２９．１人 ５，８２３，８４０円 

７月 ２６日 ６８人 ７７１ ２９．７人 ６，０２２，４４０円 

８月 ２７日 ６７人 ７７９ ２８．９人 ５，９７６，３４０円 

９月 ２６日 ６７人 ７２９ ２８．０人 ５，７６６，４５０円 

１０月 ２６日 ６５人 ６７９ ２６．１人 ５，４２４，６７０円 

１１月 ２６日 ６９人 ７４１ ２８．５人 ６，００８，１３０円 

１２月 ２４日 ７０人 ６８５ ２５．４人 ５，５５２，２８０円 

１月 ２４日 ６３人 ６６６ ２５．６人 ５，４３７，７７０円 

２月 ２４日 ６５人 ６９１ ２８．８人 ５，７１３，０５０円 

３月 ２７日 ６６人 ７５７ ２８．０人 ６，１７９，０９０円 

合 計 ３１３日 ７９０人 ８，６５２人 ２７．６人 ６８，７３６，４１０円 

※１日平均人数は、小数点第２位、四捨五入。 

 
〔２〕介護保険-介護予防通所介護事業の実施  

（１）要 件 

   ・介護予防通所介護サービスの利用により、要介護状態になることを予防し、心身と

もに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：４人（前年度比＋１人）  

◆年間延べ利用者数：５９１人（前年度比▲４９３人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２６日 １０人 ６８人 ２．６人 ３０９，１６０円 

５月 ２６日 ９人 ６１人 ２．３人 ２７０，８８０円 

６月 ２６日 ８人 ５３人 ２．０人 ２５１，０１０円 
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７月 ２６日 ９人 ５６人 ２．２人 ２７０，８８０円 

８月 ２７日 ８人 ４８人 １．８人 ２３２，６００円 

９月 ２６日 ８人 ５０人 １．９人 ２３２，６００円 

１０月 ２６日 ８人 ４８人 １．８人 ２３２，６００円 

１１月 ２６日 ８人 ３９人 １．５人 ２３２，６００円 

１２月 ２４日 ６人 ３１人 １．１人 １５６，０４０円 

１月 ２４日 ８人 ４２人 １．６人 ２３２，６００円 

２月 ２４日 ８人 ４４人 １．８人 ２３２，６００円 

３月 ２７日 ８人 ５１人 １．９人 ２５１，０１０円 

合 計 ３１３日 ８１人 ５９１人 １．９人 ２，９０４，５８０円 

※１日平均人数は、小数点第２位、四捨五入。 

 

〔３〕介護保険外サービス事業の実施  
（１）要 件 

・利用登録者を対象に、社会参加の促進と生き甲斐づくりを目的に、介護保険外の事

業として年 1 回の日帰り旅行の実施と、入院・入所中の方の短時間のデイ利用の受

け入れ及び他事業所利用中の要支援者の入浴サービスを行った。 

（２）活動実績 

  ①日帰り旅行 

開催年月日 平成２８年１０月２３日（日） 

行き先 笠岡ベイファーム（笠岡市）、嫁いらず観音（井原市） 

参加者 利用者２７名・家族５名・ボランティア６名・職員２０名 

②保険外デイサービス 

延べ利用者数３名（実利用者数１名） 

 

〔４〕ボランティア協⼒（受⼊） 
 （１）要 件 

・演芸ボランティアを始め、季節行事や日常的プログラム支援としてボランティア受

け入れをし、デイサービスで過ごす時間の充実を図る。 

・ボランティア受入により、住民と利用者との交流の場としての役割を担う。 

 （２）実施結果 

団体での新規協力は 1 団体。 

◇ボランティア来館数           

プログラム提供 
行事補助（延べ人数） 

月 個人活動 団体数 

４月 １人 ４団体  

５月 １人 ５団体  

６月 １人 ２団体  

７月 １３人 ４団体 夏祭り（２３人） 

８月 ４人 ２団体  

９月 １人 ６団体  
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10 月 １人 ４団体 日帰旅行（６人） 

11 月 １人 ４団体  

12 月 ２人 ５団体  

１月 ０人 ７団体  

２月 ２人 ６団体 餅つき（２４人） 

３月 ２人 ４団体  

合計 ２９人 ５３団体 （５２人） 

   

◇個人ボランティアの活動内容（有償の活動は除く） 

活動内容 活動人数 

アコーディオン演奏  １名 

ダンス ４名 

話し相手 １名 

傘踊りとカラオケ ３名 

季節のイベント補助・利用者の付き添い 複数名 

 

◇団体ボランティアの活動内容（有償の活動団体は除く） 

団体名 活動内容（今年度活動回数） 

絵手紙ボランティアやまびこ 絵手紙教室の開催（５回） 

じゃがいもの会 踊りと歌（１回） 

多聞会 餅つき大会の物品借用（１回） 

日曜大工ボランティアとんかち 餅つき補助（５日間） 

運転ボランティアくるりん ◎ 餅つき補助（５日間） 

ダンディボーイズと歌姫たち・若わか会 コーラスとフラダンス（２回） 

早島オカリナ倶楽部 オカリナ演奏（１回） 

早島鬼面作りの会 節分に鬼装束で来館（１回） 

早島日本舞踊子供教室・若竹会 踊り（１回） 

フラ・さつき フラダンス（３回） 

心光寺アロハフラ フラダンス（１回） 

ほのぼの会 踊りと歌（６回） 

はやしま本だいすきの会 朗読会（１回） 

ねねの会             三味線演奏と歌（２回） 

野の花の会 創作（１回） 

舞民踊同好会 踊りと歌（２回） 

早島要約筆記サークル‘ぺんしる’  OHP を使った俳句の紹介（１０回） 

はやしま朗読ボランティア福来朗 対面朗読（８回）  

朗読会（１回） 

行事補助（４日間） 

伊つき座 芝居（１回） 

音楽療法研究会 音楽療法（１回） 

日本訪問歯科協会 原歯科医院 お口の健康相談会（４日間） 

   ※◎は新規協力団体 
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３．訪問介護事業 
〔１〕介護保険-訪問介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・要介護状態になっても、利用者の望む暮らしができるよう、訪問により心身の状況

に応じた身体介護（入浴、排泄、食事の援助等）や生活援助（調理、掃除、買い物

等）、日常生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：    １８件（昨年度比▲１０件） 

◆年間延べ利用者数：  ５９８人（昨年度比▲２３人） 

◆年間延べ訪問回数：６，２２９回（昨年比▲２７３回） 

 （３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ４６人 ５９２回 ５４２．９５時間 １，８０１，５８０円 

５月 ５０人 ６６５回 ６０２．００時間 ２，０７０，２４０円 

６月 ４９人 ５９４回 ５６９．７５時間 １，８５１，３６０円 

７月 ５０人 ５９２回 ５７３．７８時間 １，９１０，９８０円 

８月 ４６人 ５４２回 ５３８．５８時間 １，７２７，５６０円 

９月 ４９人 ５８２回 ５７９．０８時間 １，９３５，６２０円 

１０月 ４９人 ５７５回 ５６６．３３時間 １，８４６，７７０円 

１１月 ５０人 ５９４回 ５７８．００時間 １，７８５，２１０円 

１２月 ５６人 ６４１回 ６０３．５０時間 １，９８７，０７０円 

１月 ５５人 ５６７回 ５４１．００時間 １，６９８，１２０円 

２月 ４８人 ５１２回 ４８０．７５時間 １，５２２，５８０円 

３月 ５０人 ５８１回 ５３８．２５時間 １，７２２，９４０円 

合 計 ５９８人 ７，０３７回 ６，７１３．９７時間 ２１，８６０，０２０円 

 
〔２〕介護保険-介護予防訪問介護事業の実施 
  （１）要 件 

   ・要支援状態になっても、生活機能の低下や重度化を防ぎ、自分らしい生活が実現で

きるよう支援を行う。 

（２）利用者状況等実施結果 

 ◆年間新規利用者：     ９件（昨年度比＋ 1 件） 

 ◆年間延べ利用者数：  ２７６人（昨年度比▲３２人） 

 ◆年間延べ訪問回数：１，７３０回（昨年度比▲１８７回） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ２４人 １５７回 １３８．５０時間 ５０５，８９０円 

５月 ２１人 １３９回 １２１．５０時間 ４４２，６１０円 

６月 ２０人 １４１回 １２４．５０時間 ４１８，１４０円 

７月 ２０人 １３９回 １２２．２５時間 ４１８，１４０円 

８月 ２０人 １２８回 １１０．００時間 ４０５，９１０円 

９月 ２１人 １３２回 １１４．５０時間 ４２０，２５０円 

１０月 ２３人 １３８回 １２４．７５時間 ４５９，０６０円 
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１１月 ２３人 １４３回 １２３．２５時間 ４５６，９６０円 

１２月 ２５人 １４４回 １２３．２５時間 ４６７，０１０円 

１月 ２５人 １４５回 １２５．２５時間 ４８９，３９０円 

２月 ２６人 １５５回 １３５．２５時間 ５０８，０３０円 

３月 ２８人 １６９回 １３９．７５時間 ５３０，３９０円 

合 計 ２７６人 １，７３０回 １，５０２．７５時間 ５，５２１，７８０円 

 

〔３〕介護保険外サービス事業の実施 
  （１）要 件 

   ・介護保険制度適用外で、日常生活に援助が必要とする方に、介護保険制度を同様の

サービス（家事援助、身体介護）に加え、制度では行えないサービス（見守りを兼

ねた話し相手等）を行い、安心して日常生活を営む事が出来るよう援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １件（昨年度比▲ ６件） 

◆年間延べ利用者数： ７９人（昨年度比＋２１人） 

◆年間延べ訪問回数：１３９回（昨年度比＋１０回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ６人 １０回 ７．０時間 １８，６５６円 

５月 ５人 １０回 ７．５時間 ４７，２４５円 

６月 ７人 １２回 １１．０時間 ３０，０８９円 

７月 ５人 ９回 ６．５時間 １７，３５８円 

８月 ７人 １０回 １０．０時間 ２８，２５０円 

９月 ７人 １１回 ７．５時間 １９，９５４円 

１０月 ８人 １３回 １３．５時間 ３８，３３６円 

１１月 ６人 １０回 ８．５時間 ２２，１４１円 

１２月 ８人 １２回 ８．０時間 ２２，７４２円 

１月 ５人 １２回 ８．０時間 ２１，２５２円 

２月 ７人 １５回 １２．０時間 ３２，２４１円 

３月 ８人 １５回 １６．５時間 ４１，８１５円 

合 計 ７９人 １３９回 １１６．０時間 ３４０，０７９円 

 
〔４〕生活支援訪問事業の実施 
  （１）要 件 

   ・生活支援を必要とし、役場より生活支援サービス決定された方に、安心して日常生

活を営む事が出来るように、その方に必要に家事援助を行った。 

（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：0 件 （昨年度比 0 件） 

◆年間延べ利用者数：１0 人（昨年度比▲2 回） 

◆年間延べ訪問回数:41 回 
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（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 １人 ５回 ５．０時間 ７，５００円 

５月 １人 ４回 ４．０時間 ６，０００円 

６月 １人 ４回 ４．０時間 ６，０００円 

７月 １人 ５回 ５．０時間 ７，５００円 

８月 １人 ４回 ４．０時間 ６，０００円 

９月 １人 ５回 ５．０時間 ７，５００円 

１０月 １人 ４回 ４．０時間 ６，０００円 

１１月 １人 ４回 ４．０時間 ６，０００円 

１２月 １人 ４回 ４．０時間 ６，０００円 

１月 １人 ２回 ２．０時間 ３，０００円 

２月 ０人 ０回 ０時間 ０円 

３月 ０人 ０回 ０時間 ０円 

合 計 １０人 ４１回 ４１．０ ６１，５００円 

 

〔５〕障がい者総合支援-居宅介護事業の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができる

よう、障がいの特性・心身の状態に配慮しながら身体介護・家事援助・通院介助等

の日常生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １件（昨年度比± ０件） 

◆年間延べ利用者数： ７２人（昨年度比＋３１人） 

◆年間延べ訪問回数：７６４回（昨年度比＋３０回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 ６人 66 回 6.5 61.5 15.5 83.0 205,470 円 

５月 ６人 70 回 7.5 63.0 19.5 90.0 218,850６円 

６月 ６人 73 回 21.0 60.5 4.0 85.5 207,990 円 

７月 ６人 77 回 22.0 60.5 16.5 99.0 229,900 円 

８月 ６人 73 回 21.5 59.5 12.0 93.0 225,920 円 

９月 ６人 73 回 23.5 56.0 15.0 94.5 215,980 円 

１０月 ６人 56 回 10.0 47.5 17.5 75.0 187,370 円 

１１月 ６人 51 回 2.0 49.5 15.75 67.25 175,800 円 

１２月 ６人 55 回 8.5 45.0 15.5 69.0 174,420 円 

１月 ６人 57 回 16.0 43.5 15.5 75.0 179,110 円 

２月 ６人 54 回 16.5 45.0 17.5 79.0 189,930 円 

３月 ６人 59 回 11.5 51.5 16.0 79.0 196,850 円 

合 計 ７２人 764 回 166.5 642.5 180.25 989.25 2,407,590 円 
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〔６〕障がい者総合支援-移動支援事業（外出支援）の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で自分らしく生活するために、安全に

外出できるよう障がいの特性・心身の状態に配慮しながら移動（外出）支援を行っ

た。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   ０人（昨年度比  0 人） 

◆年間延べ利用者数： ２９人（昨年度比▲２０人） 

◆年間延べ訪問回数：１７０回（昨年度比▲５８回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 ２回 11 回 16.0 － － 16.0 24,000 円 

５月 ２回 13 回 19.0 － － 19.0 28,500 円 

６月 ２回 12 回 18.0 － － 18.0 27,000 円 

７月 ２回 13 回 19.5 － － 19.5 31,000 円 

８月 ２回 13 回 21.0 － － 21.0 33,250 円 

９月 ２回 13 回 20.5 － － 20.5 30,750 円 

１０月 ２回 15 回 22.0 － － 22.0 33,000 円 

１１月 ２回 16 回 25.5 － － 25.5 36,750 円 

１２月 ２回 16 回 25.0 － － 25.0 38,750 円 

１月 ２回 16 回 23.0 － － 23.0 34,500 円 

２月 ２回 16 回 23.0 － － 23.0 34,500 円 

３月 ３回 16 回 26.0 － － 26.0 41,250 円 

合 計 ２９回 170 回 258.5 － － 258.5 393,250 円 

 
 

 


